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日
本
人
と
海
藻
の
か
か
わ
り
（
８
） 

備
前
の
名
物
「
白
藻
」  

 
 
 

今
田
節
子 

江
戸
時
代
か
ら
「
備
前
の
名
物
」
と
い
わ
れ
る
海
藻
が

あ
る
。
全
国
の
名
物
を
記
載
し
た
『
毛
吹
草
』（
一
六
三

三
）
や
『
本
朝
食
鑑
』（
一
六
九
五
）、『
大
和
本
草
』（
一

七
〇
九
～
一
七
一
五
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
紅
藻
類
シ

ラ
モ
で
あ
る
（
資
料
１
）。「
備
前
の
白
藻
」、「
備
前
堅
浦

白
藻
」、「
伊
予
来
島
白
藻
」
が
有
名
で
、
生
食
が
適
し
、

水
に
浸
し
て
酢
味
噌
で
食
べ
る
と
あ
る
。 

江
戸
時
代
、
住
民
に
と
っ
て
白
藻
は
ど
の
よ
う
な
海
藻

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
備
前
の
地
誌
を
紐
解
い
て
み
る

と
、『
吉
備
温
故
必
録
』（
寛
文
年
間
）
に
は
小
津
村
、
西

片
上
村
、
胸
上
村
に
お
い
て
白
藻
が
名
品
と
あ
り
、
そ
の

後
の
『
備
前
記
』（
一
七
〇
四
）
や
『
東
備
群
村
誌
』（
天

保
頃
）
な
ど
の
多
く
の
地
誌
に
度
々
記
載
が
み
ら
れ
る
。

な
か
で
も
解
説
が
詳
し
い
『
備
陽
記
』（
一
七
二
七
）
に

は
、
白
藻
の
産
地
の
他
に
、
形
状
は
邑
久
郡
小
津
村
・
奥

浦
村
の
も
の
は
太
く
柔
ら
か
で
、
採
取
は
五
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
行
わ
れ
、
干
し
て
売
る
と
あ
る
（
資
料
２
）。

備
前
の
白
藻
と
は
、
現
在
の
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
小
津
・
奥

浦
、
備
前
市
西
片
上
、
玉
野
市
胸
上
で
採
取
さ
れ
る
白
藻

を
指
し
、
特
に
牛
窓
町
の
錦
海
湾
（
現
在
の
錦
海
湾
塩
田

跡
地
）
に
は
、
良
質
な
白
藻
が
繁
茂
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
誌
に
は
、
白
藻
の
産
地
と
さ
れ

た
地
域
は
田
畑
と
漁
で
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
偏
重
型
の
半
農
半
漁
の
生

業
の
な
か
で
、
白
藻
は
換
金
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

生
計
の
一
助
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

さ
ら
に
『
長
浜
村
古
記
録
』
に
は
「
慶
長
年
中
、
紫
羅

藻
御
用
仰
せ
付
け
ら
れ
、
五
百
拾
枚
、
差
出
し
江
戸
送
り

相
成
云
々
」
と
あ
り
、
徳
川
幕
府
の
名
に
よ
っ
て
小
津
の

白
藻
を
献
上
し
た
事
実
を
伝
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
小
津
や
奥
浦
の
白
藻
が
い
か
に
良
品
で
重
視
さ

れ
て
い
た
か
を
物
語
る
資
料
で
あ
る
。 

大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
伝
統
食
に
関
す
る
聴
き
取

り
調
査
で
も
、
牛
窓
町
の
錦
海
湾
沿
岸
地
域
で
は
白
藻
採

取
が
盛
ん
で
、
地
域
独
自
の
食
習
慣
を
伝
承
し
て
き
た
様

子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
概
略
を
紹
介
す
る

と
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

白
藻
は
泥
質
で
潮
の
流
れ
が
悪
い
海
域
に
自
生
す
る
特

徴
が
あ
る
。
湾
が
深
く
入
り
込
み
、
海
水
の
通
り
が
悪
く
、

海
底
が
泥
質
で
あ
る
錦
海
湾
は
、
白
藻
の
自
生
に
最
適
な

環
境
で
あ
っ
た
。
梅
雨
明
け
か
ら
真
夏
に
か
け
て
の
最
盛

期
に
は
、
三
十
隻
も
の
船
が
出
て
、
陸
か
ら
見
る
と
海
が
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黒
く
見
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
船
が
沈
む
ほ
ど
欲

張
っ
て
採
り
過
ぎ
船
が
進
ま
ず
、
炎
天
下
で
満
潮
を
待
つ

の
は
つ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
笑
い
話
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
採
取
さ
れ
た
白
藻
は
堤
防
や
庭
先
に
拡
げ
て
干

し
、
出
荷
用
は
木
枠
に
入
れ
て
長
方
形
に
干
し
、
畳
ん
で

見
栄
え
を
よ
く
し
て
出
荷
さ
れ
た
。
昭
和
五
、
六
年
頃
の

話
で
あ
る
が
、
盆
前
に
な
る
と
林
野
や
吉
井
町
な
ど
の
県

中
部
当
た
り
ま
で
、
自
転
車
で
売
り
歩
い
た
者
も
い
た
と

い
う
。
ま
た
、
前
述
の
江
戸
送
り
の
五
一
〇
枚
の
白
藻
も
、

こ
の
よ
う
な
板
状
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

陸
上
交
通
や
運
搬
技
術
が
未
発
達
で
あ
っ
た
昭
和
一
〇

年
頃
、
果
菜
類
の
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
錦
海
湾
沿
岸
地

域
で
は
、
漁
家
だ
け
で
な
く
農
家
で
も
運
搬
用
の
小
舟
を

持
っ
て
い
た
。
農
家
で
も
そ
の
船
を
利
用
し
て
毎
年
の
よ

う
に
白
藻
採
取
が
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
年
間
の

栽
培
計
画
の
な
か
に
白
藻
採
取
も
組
み
込
ま
れ
、
年
中
行

事
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
白
藻
も
果
菜
類

と
同
様
に
、
地
域
住
民
の
生
計
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た

と
い
え
よ
う
。 

各
家
庭
で
は
乾
燥
白
藻
を
保
存
し
、
主
に
非
日
常
食
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
乾
燥
白
藻
を
叩
い
て
ゴ
ミ
を
落

し
、
水
洗
い
し
な
が
ら
よ
く
水
戻
し
し
、
湯
通
し
し
た
も

の
を
、
油
揚
げ
や
キ
ュ
ウ
リ
と
共
に
三
杯
酢
や
酢
味
噌
で

和
え
る
酢
の
物
や
和
え
物
が
代
表
的
な
料
理
で
あ
る
。
シ

ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
歯
ご
た
え
が
お
い
し
い
素
朴
な
料
理

で
あ
る
。
ま
た
、
昔
か
ら
薬
効
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
粥

や
お
じ
や
に
白
藻
を
入
れ
、
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
け
た
も
の
を

食
べ
る
と
腹
薬
に
な
る
と
い
わ
れ
て
き
た
。 

白
藻
は
盆
や
法
事
、
葬
式
、
御
大
師
講
、
彼
岸
な
ど
の

仏
事
の
供
物
や
精
進
料
理
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
白
藻
は
イ
ギ
ス
同
様
に
「
仏
様
の
ご
馳
走
」
と
い

わ
れ
、
白
藻
が
な
け
れ
ば
内
部
の
仕
事
（
葬
式
を
組
で
手

伝
い
、
死
者
と
の
最
後
の
食
事
で
あ
る
立
飯
の
料
理
を
手

作
り
す
る
習
慣
）
に
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
し
て
、
牛
窓
町
内
の
あ
る
家
庭
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録

『
御
先
祖
祭
記
録
』
や
『
祭
式
・
法
要
諸
控
帳
』
等
に
も
、

明
治
初
期
か
ら
白
藻
が
購
入
さ
れ
供
物
と
し
て
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
仏
事
の
白
藻
は
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
食
習
慣
で
あ
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
三
十
二
年
の
錦
海
湾
干
拓
に
よ

り
、
白
藻
の
自
生
地
は
失
わ
れ
、
こ
れ
を
期
に
白
藻
の
食

習
慣
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
。
現
在
で
は
昔
を
懐
か
し

む
食
習
慣
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
牛
窓
町
周
辺
の
地
域

で
は
、
盆
の
季
節
に
な
る
と
、
少
量
な
が
ら
も
乾
燥
白
藻

が
店
頭
に
並
ぶ
。
私
自
身
も
、
こ
れ
を
購
入
し
、
白
藻
の

酢
の
物
を
作
り
、
盆
の
供
物
の
一
品
と
す
る
一
人
で
あ
る
。 

【
資
料
１
】
備
前
の
白し

ら

藻も 

              【
資
料
２
】『
備
陽
記
』
中
の
白
藻
記
事
。 

      [

主
な
参
考
文
献]

（
１
）
新
村
出
校
閲
・
竹
内
若
校
訂
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『
毛
吹
草
』
（
一
六
四
五
）
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
。

（
２
）
人
見
必
大
著
、
島
田
勇
雄
訳
注
『
本
朝
食
鑑
』
第

一
巻
（
一
六
九
五
）、
平
凡
社
、
一
九
七
六
。（
３
）
貝
原

益
軒
『
大
和
本
草
』
巻
之
八
（
一
七
〇
九
～
一
七
一
五
）、

益
軒
会
編
『
益
軒
全
集
』
巻
之
六
、
益
軒
全
集
刊
行
部
、

一
九
一
一
。（
４
）
吉
備
群
書
集
成
刊
行
会
編
「
吉
備
温

故
必
録
」（
寛
文
年
間
）、『
吉
備
群
書
集
成
』
七
巻
、
歴

史
図
書
社
、
一
九
七
〇
。(

５)

石
丸
定
良
編
『
備
前
記
』

七
巻
（
一
七
〇
四
）、
岡
山
市
中
央
図
書
館,
蔵
。(

６)

新

編
吉
備
業
書
刊
行
会
編
「
東
備
郡
村
誌
」
（
天
保
頃
）
、

『
新
編
吉,

備
業
書
』
第
二
巻
、
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
六
。

(

７)

石
丸
定
良
編
『
備
陽
記
』（
一
七
二
七
）、
日
本
文
教

出
版
社
、
一
九
六
五
。(

８)

盛
永
賭
俊
太
郎
、
安
田
健
編

「
備
前
国
備
中
国
之
内
領
内
産
物
帳
」（
一
七
三
六
）、『
諸

国
産
物
帳
集
成
』
第
Ⅶ
巻
、
科
学
書
院
、
一
九
八
七
。

(

９)

小
林
壽
太
編
「
長
浜
村
古
記
録
」、
『
長
浜
村
誌
』、

長
浜
村
役
場
、
一
九
二
五
。（
10
）
今
田
節
子
、『
日
本

食
生
活
文
化
調
査
研
究
報
告
集
』
八
、
三
一
～
四
六
頁
、

日
本
食
生
活
文
化
財
団
、
一
九
九
一
。 

 

体
験
的
生
活
文
化
史 

昭
和
編 

そ
の
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
義
之 

 

終
戦
の
年
（
昭
和
二
十
年
）
に
小
学
校
六
年
生
で
あ
っ

た
私
は
、
病
気
の
た
め
一
年
遅
れ
て
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
に
発
足
し
た
新
制
中
学
に
最
初
の
一
年
生
と
し
て
入
学

し
、
二
十
五
年
に
新
制
津
幡
高
等
学
校
最
初
の
一
年
生
と

な
り
、
二
十
八
年
三
月
に
卒
業
し
た
。
三
年
間
の
高
校
生

活
は
日
常
の
生
活
の
物
質
的
困
窮
と
は
対
照
的
に
、
無
制

限
に
自
由
で
明
る
く
、
成
績
の
良
し
悪
し
や
家
庭
環
境
の

違
い
な
ど
を
ま
っ
た
く
意
識
し
な
い
健
康
な
人
間
関
係
を
、

学
級
や
学
年
の
壁
を
超
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
つ

ま
り
終
戦
直
後
に
開
始
さ
れ
た
性
急
な
学
制
改
革
は
、
ど

う
見
て
も
万
事
に
無
理
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
時
期
に
中
等
普
通
教
育
を
受
け
た
私
た
ち
に
、
少
な

く
と
も
自
己
責
任
に
お
い
て
自
由
に
生
き
る
幸
福
を
与
え

て
く
れ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
っ
た
。 

 
三
年
生
に
な
っ
た
年
の
半
ば
ご
ろ
、
卒
業
後
の
進
路
に

つ
い
て
の
希
望
を
申
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
私
に

は
就
職
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
受
験
の
こ
と
も
ま

だ
具
体
的
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
先
生
が
、「
君

の
兄
さ
ん
は
東
北
大
だ
っ
た
な
、
君
も
そ
う
し
た
ら
い
い

だ
ろ
う
」
と
い
う
ま
ま
に
、
一
応
は
そ
う
し
て
お
い
た
。

旧
制
の
農
学
校
と
女
学
校
と
が
合
併
し
て
で
き
た
津
幡
高

校
は
こ
れ
ま
で
に
二
度
卒
業
生
を
出
し
た
だ
け
で
、
先
生

た
ち
に
は
当
然
な
が
ら
進
学
指
導
の
経
験
な
ど
な
か
っ
た

が
、
前
年
度
の
国
立
大
学
進
学
希
望
者
の
ほ
と
ん
ど
が
新

制
金
沢
大
学
か
富
山
大
学
に
収
ま
り
、
私
立
大
学
を
受
験

し
た
生
徒
も
、
全
員
が
六
大
学
を
含
め
て
各
自
の
希
望
通

り
の
と
こ
ろ
に
合
格
し
て
い
た
の
で
、
進
学
率
な
ど
で
く

よ
く
よ
す
る
こ
と
も
な
く
、
生
徒
の
好
き
に
ま
か
せ
て
お

い
て
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
と
も
親
し
か
っ
た
一
級
上

の
泉
君
が
京
都
大
学
を
受
け
て
失
敗
し
自
殺
し
て
し
ま
っ

た
と
き
、
そ
の
事
件
が
先
生
と
生
徒
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク

は
大
き
か
っ
た
が
、
そ
う
か
と
言
っ
て
そ
れ
を
進
路
指
導

上
の
問
題
に
結
び
付
け
て
考
え
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
当

時
こ
の
学
校
で
は
、
早
く
社
会
に
出
て
自
分
の
可
能
性
を

試
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
生
徒
の
方
が
主
流
だ
っ
た
の
で
、

進
学
率
を
上
げ
る
こ
と
を
至
上
命
令
だ
と
す
る
風
潮
が
生

ま
れ
る
以
前
の
、
む
し
ろ
自
然
で
健
康
な
教
育
感
覚
が
生

き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

私
の
兄
は
四
高
か
ら
旧
制
の
東
北
大
学
に
進
み
、
そ
の

頃
は
大
学
院
特
別
研
究
生
と
な
っ
て
い
た
。
専
門
は
哲
学

で
あ
っ
た
か
ら
、
何
れ
に
せ
よ
文
学
部
に
行
く
こ
と
し
か

念
頭
に
な
か
っ
た
私
に
は
、
も
し
自
分
が
東
北
大
に
入
る

こ
と
に
な
れ
ば
当
然
な
が
ら
兄
の
影
響
下
に
入
る
こ
と
を

意
味
し
た
の
で
、
い
か
に
敬
愛
す
る
兄
と
は
言
え
、
そ
れ

も
少
し
鬱
陶
し
い
気
が
し
た
。
そ
こ
で
三
学
期
に
な
っ
て

志
望
を
変
更
し
、
東
京
大
学
を
受
験
す
る
こ
と
に
決
め
た
。 

受
験
に
必
要
な
八
科
目
は
一
応
数
科
目
の
余
裕
を
も
っ
て
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選
択
学
習
し
て
あ
っ
た
が
、
不
得
意
な
数
学
だ
け
は
改
め

て
基
本
か
ら
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
合
格
は
望
め
な
か
っ
た

の
で
、
最
低
一
年
間
の
浪
人
生
活
は
覚
悟
し
た
。
そ
し
て

事
実
そ
の
通
り
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で

は
東
京
で
予
備
校
に
通
い
、
一
月
二
月
は
故
郷
の
家
で
一

応
の
総
仕
上
げ
し
て
、
三
月
初
旬
に
三
日
間
続
け
て
行
わ

れ
た
入
学
試
験
に
合
格
し
、
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
二

類
（
現
在
の
文
科
三
類
）
の
学
生
と
な
っ
た
。 

 

浪
人
を
し
て
い
た
時
期
は
初
め
て
の
体
験
ば
か
り
で
、

そ
れ
だ
け
に
今
で
も
思
い
出
す
こ
と
が
多
い
。
私
の
東
京

生
活
は
江
東
区
深
川
の
木
場
と
い
う
地
区
か
ら
始
ま
っ
た

の
だ
が
、
こ
こ
は
全
国
か
ら
材
木
が
集
ま
っ
て
く
る
と
こ

ろ
で
、
町
中
に
め
ぐ
ら
さ
れ
た
水
路
の
上
を
筏
に
組
ま
れ

た
丸
太
が
常
に
流
れ
て
い
る
場
所
で
あ
っ
た
。
奇
妙
な
縁

で
私
は
一
本
の
水
路
に
沿
っ
た
狭
い
土
地
に
、
小
さ
な
掘

っ
立
て
小
屋
を
建
て
て
自
炊
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
土
地
は
高
校
時
代
の
友
人
河
合
登
君
の
両
親
の
所
有

で
、
子
供
た
ち
よ
り
一
足
先
に
疎
開
先
か
ら
帰
っ
た
彼
の

両
親
の
家
も
そ
こ
に
あ
っ
た
。
河
合
君
も
間
も
な
く
こ
の

親
元
に
帰
っ
て
き
た
。
彼
は
商
船
大
学
を
受
験
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
。 

 

当
時
こ
の
辺
り
で
は
、
水
か
ら
あ
げ
た
丸
太
を
木
材
置

場
に
運
ん
だ
り
、
売
れ
た
材
木
を
注
文
主
に
届
け
た
り
す

る
に
は
、
ま
だ
荷
馬
車
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
あ
た
り

は
材
木
置
場
や
そ
の
番
屋
、
倉
庫
な
ど
ば
か
り
で
、
間
に

ぽ
つ
ぽ
つ
と
小
さ
な
人
家
が
散
ら
ば
っ
て
い
て
、
た
ま
に

す
こ
し
大
き
な
建
物
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
材
木
問
屋
の
家

だ
と
思
っ
て
間
違
い
な
か
っ
た
。
電
車
通
り
に
出
れ
ば
魚

屋
や
八
百
屋
な
ど
も
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の

あ
た
り
一
帯
が
終
戦
の
年
の
三
月
の
深
川
大
空
襲
で
焼
け

野
原
と
な
っ
た
の
で
、
生
き
残
っ
た
住
民
の
生
活
が
楽
に

な
る
に
は
ま
だ
道
が
遠
い
と
思
わ
れ
た
。
自
家
風
呂
を
持

つ
家
な
ど
非
常
に
少
な
く
、
銭
湯
は
毎
晩
大
い
に
賑
わ
っ

た
が
、
男
風
呂
の
常
連
は
ほ
と
ん
ど
が
労
働
者
で
、
背
中

一
面
に
彫
ら
れ
た
倶く

利り

伽
羅

か

ら

紋
紋

も
ん
も
ん

も
珍
し
く
な
く
、
明

ら
か
に
性
病
持
ち
だ
と
わ
か
る
よ
う
な
者
も
い
た
。
閉
口

し
た
の
は
、
私
の
住
む
掘
っ
立
て
小
屋
の
対
岸
の
材
木
問

屋
が
、
毎
晩
暗
く
な
る
と
一
日
の
排
泄
物
を
ま
と
め
て
水

路
に
放
出
す
る
こ
と
で
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
掘
割
の
水
が

汚
物
を
運
び
去
る
ま
で
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間
が
か
か
っ

た
。
臭
気
が
消
え
る
ま
で
、
窓
を
閉
め
て
ひ
た
す
ら
待
つ

う
ち
に
、
や
が
て
月
が
出
る
頃
に
は
臭
気
も
お
さ
ま
る
の

だ
が
、
都
会
の
生
活
に
は
上
水
道
ば
か
り
で
な
く
、
下
水

道
の
完
備
も
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
が
身
に
沁
み
て
分
か

っ
た
。 

 

一
番
近
い
都
電
の
停
留
場
は
木
場

き

ば

三
丁
目
と
い
い
、
毎

日
私
は
そ
こ
か
ら
乗
車
し
て
、
神
田
駿
河
台
の
予
備
校
に

通
っ
て
い
た
が
、
そ
の
電
車
は
須
崎
か
ら
門
前
仲
町
、
深

川
不
動
、
永
代
橋
、
日
本
橋
茅
場
町
な
ど
を
経
て
神
田
神

保
町
に
到
り
、
さ
ら
に
早
稲
田
ま
で
ゆ
く
恐
ろ
し
く
長
い

路
線
だ
っ
た
。
私
は
駿
河
台
下
で
降
り
て
学
校
に
行
き
。

帰
り
は
神
田
の
古
書
店
街
な
ど
で
遊
ん
で
ゆ
く
こ
と
も
多

か
っ
た
。 

 

夏
を
過
ぎ
る
こ
ろ
に
高
校
時
代
の
友
人
宮
本
君
が
、
や

は
り
東
大
を
受
験
す
る
決
心
を
し
て
上
京
し
て
き
て
、
私

の
す
む
掘
っ
立
て
小
屋
に
一
緒
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
彼
は
、
自
炊
で
は
勉
強
す
る
時
間
が
惜

し
い
か
ら
、
こ
こ
を
引
き
払
っ
て
下
宿
し
よ
う
と
言
い
出

し
私
も
同
意
し
て
、
掘
っ
立
て
小
屋
を
河
合
君
の
父
親
に

買
い
取
っ
て
も
ら
っ
て
、
早
稲
田
大
学
前
の
下
宿
に
移
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
た
一
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

間
に
兄
が
自
分
の
奨
学
金
か
ら
か
な
り
の
部
分
を
割
い
て

援
助
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
私
は
今
な
お
感
謝
し
て
い
る
。 

 

河
合
君
は
次
の
年
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
崩
れ
落
ち

た
材
木
の
下
敷
き
と
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
中
に
亡
く
な
っ

た
。
宮
本
君
も
受
験
に
失
敗
し
、
数
年
後
に
病
没
し
た
。 

 

世
之
助
の
旅
・
芭
蕉
の
旅 

西
鶴
研
究
こ
ぼ
れ
話 

８ 
 
 
 

広
嶋 

進 
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古
典
が
読
ま
れ
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、

『
お
く
の
細
道
』
の
人
気
は
絶
大
で
、
ど
こ
の
本
屋
さ
ん

に
行
っ
て
も
、
入
門
書
な
ど
が
必
ず
置
い
て
あ
る
。
そ
の

『
ほ
そ
道
』
の
旅
に
松
尾
芭
蕉
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八

九
）
江
戸
深
川
か
ら
出
発
し
た
。
松
島
（
宮
城
県
）
―
象

潟
（
秋
田
県
）
を
訪
れ
る
こ
と
が
こ
の
旅
の
目
的
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
、『
好
色
一
代
男
』
の
主
人
公
の
世
之
介
も
、
父

親
に
勘
当
さ
れ
て
漂
白
の
旅
に
出
る
が
、
こ
ち
ら
も
や
は

り
象
潟
―
松
島
を
旅
し
て
い
る
。『
一
代
男
』
は
一
六
八

二
年
の
刊
行
で
『
ほ
そ
道
』
の
旅
よ
り
、
七
年
も
早
い
。

し
か
し
、
俳
聖
芭
蕉
が
色
好
み
の
世
之
介
の
跡
を
追
跡
し

て
い
っ
た
と
は
、
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。 

  

で
は
、
世
之
介
と
芭
蕉
の
行
き
先
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、

な
ぜ
か
？
こ
れ
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
中
世
の
漂
白
歌

人
西
行
の
足
跡
を
、
両
者
が
と
も
に
追
い
か
け
た
た
め
で

あ
る
。
西
山
松
之
助
氏
は
、
本
学
で
行
っ
た
講
演
で

「
旅
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。 

  

「
旅
と
は
、
日
常
性
か
ら
自
己
を
引
き
放
し
、
非
日
常

の
生
活
空
間
に
次
々
と
自
己
を
置
き
換
え
て
、
様
々
な
出

会
い
を
感
動
し
つ
つ
行
く
行
動
」（「
旅
の
文
化
史
」『
生

活
文
化
研
究
所
年
報
』
３
、
平
成
元
年
十
一
月
） 

 

「
旅
一
般
」
に
対
す
る
、
包
括
的
で
過
不
足
の
な
い
定

義
で
あ
る
。
し
か
し
古
典
文
学
に
お
け
る
「
旅
」
の
定
義

は
異
な
る
。
日
本
の
古
典
文
芸
、
特
に
和
歌
・
連
歌
・
謡

曲
・
俳
諧
で
は
、「
旅
」
の
「
本
意
＝
伝
統
的
に
形
成
さ

れ
た
美
的
本
質
」
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
そ
れ
は
、 

 

「
都
を
下
り
、
田
舎
へ
行
く
こ
と
。
そ
し
て
遠
く
都
を

思
い
や
る
こ
と
」 

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
俳
論
書
『
三さ

ん

冊
子

ぞ

う

し

』（
一
七
〇
二

年
成
立
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

「
旅
体
の
句
は
、
た
と
ひ
田
舎
に
て
す
る
と
も
、
心

*

を

*

都

*

に

*

し
て

*
*

、
逢
坂
を
越
え
、
淀
の
川
舟
に
乗
る
心
持

ち
、
都
の
便
り
求
む
る
心
な
ど
、
本
意
と
す
べ
し
」 

 

 

現
代
語
に
訳
し
て
み
よ
う
。 

 
「
旅
の
句
を
作
る
場
合
は
、
た
と
え
そ
の
句
を
田
舎
で

作
る
時
で
も
、
都
で
作
っ
て
い
る
気
分
と
な
っ
て
、

逢
坂
山
を
越
え
、
淀
の
川
舟
に
乗
っ
て
作
る
気
分
に

な
る
、
あ
る
い
は
す
で
に
都
を
離
れ
て
い
て
、
都
へ

の
便
り
を
求
め
る
心
持
ち
で
作
る
、
な
ど
を
旅
の
句

の
本
意
と
す
べ
き
で
あ
る
」 

 

言
い
換
え
る
と
、
地
方
で
作
る
場
合
で
も
、
心
は
都
人

の
気
持
ち
で
詠
む
べ
き
で
あ
る
し
、
ま
た
「
都
を
思
い
や

る
」
心
持
ち
で
詠
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
に
お
け
る
「
旅
ら
し
い
旅
」
と

は
、
あ
く
ま
で
も
「
都
か
ら
鄙ひ

な

へ
下
る
こ
と
、
そ
し
て

遙
か
に
京
を
思
う
こ
と
」
に
あ
る
。 

 

右
の
『
三
冊
子
』
は
、
実
は
連
歌
論
書
『
連
歌
至
宝

抄
』（
紹
巴
、
一
五
八
六
年
成
立
）
の
引
用
で
あ
る
。
も

と
の
『
至
宝
抄
』
に
は
、
続
け
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

「
海
に
漕
ぎ
出
る
折
節
は
都

*

の

*

山

*

を
跡
に
か
へ
り
み
て

懐
か
し
く
、
昨
日
今
日
か
の
旅
な
が
ら
月
日
を
も
送

る
様
に
お
ぼ
え
、
野
路
、
山
路
の
旅
寝
に
古
郷

*
*

を

*

恋

ひ
忍
び
、
草
の
枕
の
夢
の
中
に
も
去
し

こ

し

方
の
事
の
み

見
え
侍
り
、
う
ち
覚
め
ぬ
れ
ば
、
松
風
、
浦
波
の
音

を
恨
み

*
*

、
人
や
り
な
ら
ぬ
道
な
が
ら
遙
々
と
来
ぬ
る

事
を
悔
や
み

*
*

*

、
帰
る
さ
に
は
す
が
た
も
や
せ

*

つ
か
れ

*
*

*

、

麻
の
さ
衣
も
し
ほ
れ
は
て
た
る
様
に
仕
り
な
ら
は
し

候
」 

 

「
古
郷

ふ
る
さ
と

」
と
は
、
あ
と
に
残
し
て
き
た
我
が
家
の
こ

と
、
こ
の
場
合
は
「
都
」
を
さ
す
。「
旅
の
本
意
」
が
具

体
的
に
述
べ
て
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
都
」
を
振
り
返
り
、

懐
か
し
み
、「
旅
」
の
身
の
辛
さ
を
「
恨
み
」「
悔
や
」
む

よ
う
に
詠
め
と
教
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
都
」
を
遠

ざ
か
り
、
旅
寝
を
す
る
苦
し
さ
、
辛
さ
を
詠
む
こ
と
を

「
旅
の
本
意
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、「
非
日
常
の

空
間
」
と
触
れ
あ
う
こ
と
に
よ
る
解
放
感
や
ロ
マ
ン
と
い

っ
た
も
の
は
な
い
。「
旅
」
は
辛
く
、
厳
し
い
も
の
と
し
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て
認
識
さ
れ
、
決
し
て
楽
し
い
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

 
十
四
世
紀
と
十
五
世
紀
か
ら
、
紀
行
文
の
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。 

 

「
こ
れ
な
ん
阿
武
隈
川
な
り
け
り
。
都
に
て
遠
く
聞
き

わ
た
り
し
所
の
名
な
れ
ば
、
限
り
な
く
遠
く
来
に
け

る
ほ
ど
も
思
ひ
し
ら
る
」（
宗
久
『
都
の
つ
と
』
一

三
六
七
年
成
立
） 

 

「
名
を
と
ひ
侍
れ
ば
、
中
川
と
い
ふ
に
、
都
の
お
も
か

げ
い
と
ゞ
う
か
び
て
、
な
ぐ
さ
む
方
も
や
と
覚
え
て
、

此
川
を
わ
た
る
に
」（
宗
祇
『
白
河
紀
行
』
一
四
六

八
年
頃
成
立
か
） 

 

宗
久
も
宗
祇
も
、「
都
」
で
聞
い
た
こ
と
や
「
都
の
お

も
か
げ
」
と
と
も
に
、
「
阿
武
隈
川
」
「
中
川
」
と
い
う

「
名
」
に
ま
ず
反
応
し
、
そ
の
感
慨
を
綴
っ
て
い
る
。 

 

芭
蕉
の
態
度
も
こ
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

「
白
河
の
関
に
か
ゝ
り
て
旅
心
定
ま
り
ぬ
、
「
い
か
で
都

へ
」
と
た
よ
り
求
め
し
も
こ
と
わ
り
な
り
」（『
ほ
そ
道
』

白
河
の
段
） 

 

『
ほ
そ
道
』
の
旅
で
芭
蕉
が
し
ば
し
ば
、
旅
の
辛
さ
を

も
ら
す
の
は
「
旅
」
の
「
本
意
」
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ

る
。   

 

 

「
長
途
の
苦
し
み
、
身
心
疲
れ
、
か
つ
は
、
風
景
に
魂

う
ば
ゝ
れ
、
懐
旧
に
は
ら
わ
た
を
断
ち
て
」（『
ほ
そ

道
』
須
賀
川
の
段
） 

 

さ
ら
に
『
一
代
男
』
の
世
之
介
の
行
為
も
、
中
世
の

「
旅
」
の
定
型
を
踏
ま
え
て
い
る
。
新
潟
の
寺
泊
の
遊
廓

に
行
っ
て
、
世
之
介
は
思
う
。 

 

「（
屏
風
の
絵
を
）
見
る
に
都
な
つ
か
し
く
お
も
ふ
う

ち
に
、
亭
主
膳
を
す
ゑ
け
る
。」 

 

「（
女
郎
が
舟
ば
た
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
）
京

（
島
原
）
に
て
出
口
ま
で
送
ら
る
る
心
地
ぞ
か 

 

し
」（
巻
三
の
五
「
集
礼
は
五
匁
の
外
」） 

世
之
介
は
田
舎
に
行
っ
て
も
、
京
の
こ
と
が
頭
を
離
れ
ず
、

何
を
見
て
も
、
京
都
と
の
対
比
で
感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
る
。 

 

俳
諧
の
付
け
合
い
語
（
連
想
語
）
を
ま
と
め
た
『
俳
諧

類
船
集
』（
一
六
七
六
年
刊
）
に
は
、「
旅
寝
の
月
」
の
連

想
語
と
し
て
「
都
を
思
ふ
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

芭
蕉
も
世
之
介
も
「
都
」
と
の
対
照
で
行
く
先
々
の
景

物
を
見
て
い
る
。
求
道
者
芭
蕉
も
放
蕩
児
世
之
介
も
、
都

の
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
、
漂
白
の
旅
を
し
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
が
、
非
日
常
性
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
普
段

の
自
己
を
解
放
す
る
、
現
代
の
「
旅
行
」
と
の
大
き
な
相

違
点
で
あ
る
。 

 

不
思
議
な
出
会
い
（
そ
の
八
） 

宝
玲
文
庫
の
琉
球
国
使
節
行
列
絵
巻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

横
山 

學 

先
日
、
偶
然
に
手
に
し
た
沖
縄
の
新
聞
（『
沖
縄
タ
イ

ム
ス
』
十
一
月
十
五
日
）
で
、「
江
戸
上
り
」
絵
巻
が
沖

縄
で
修
復
さ
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ハ
ワ

イ
大
学
図
書
館
の
「
坂
巻
・
ホ
ー
レ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
琉
球
使
者
金
武
王
子
出
仕
之
行

列
」
一
巻
で
、
寛
文
十
一
年
の
琉
球
国
恩
謝
使
の
行
列
姿

を
描
い
た
も
の
で
す
。
琉
球
で
は
江
戸
や
薩
摩
・
大
坂
へ

の
旅
立
ち
を
「
上
り
」
と
称
し
ま
し
た
。
こ
の
絵
巻
物
は

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
が
、
戦
後
に
古
書
籍
商
反
町
弘
文

荘
か
ら
購
入
し
た
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
レ
ー
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
江
戸
上
り
」
の
絵
巻
物
が
他
に
も

あ
り
ま
す
。「
宝
永
七
年
寅
十
一
月
琉
球
中
山
王
両
使
者

登
城
行
列
」
二
巻
で
、
こ
れ
は
来
年
（
平
成
二
十
年
）
春

に
、
千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
第

三
室
（
近
世
部
門
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
展
示
に
披
露
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

物
語
絵
巻
や
宗
教
的
世
界
を
表
す
縁
起
絵
巻
。
書
物
の

ひ
と
つ
の
形
式
と
し
て
の
巻
物
。
出
来
事
の
記
録
の
た
め
。

芸
事
の
所
作
を
伝
授
す
る
た
め
。
絵
巻
物
の
描
か
れ
る
目

的
は
様
々
で
す
。
琉
球
国
使
節
の
渡
来
を
描
い
た
「
江
戸

上
り
」
絵
巻
は
、
後
世
に
行
列
の
順
序
や
構
え
な
ど
の
様

子
を
伝
え
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
浮
世
絵
や
絵
巻
物
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に
描
か
れ
た
図
像
に
は
、
現
代
の
写
真
の
よ
う
な
正
確
さ

か
ら
は
程
遠
い
の
で
す
が
、
今
日
と
は
異
な
る
「
省
略
さ

れ
て
い
な
い
描
写
」
の
「
正
確
さ
」
が
あ
り
ま
す
。
描
か

れ
た
着
物
の
紋
様
や
質
感
、
髷
や
簪
、
背
景
の
家
屋
や
諸

道
具
な
ど
、
改
め
て
「
正
確
さ
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
絵
巻
物
を
見
る
と
、
当
時
の
人
び
と

の
関
心
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
、
何
を
記
録
と
し
て
留
め
よ

う
と
し
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。 

前
述
の
絵
巻
物
は
、
ど
ち
ら
も
琉
球
国
使
節
の
様
子
を

具
体
的
に
描
い
た
も
の
で
す
が
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七

一
）
と
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
で
は
、
年
度
に
よ
る
違

い
と
は
別
の
異
な
り
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
前
者
で
は

「
出
仕
之
行
列
」
と
な
っ
て
い
る
表
題
が
、
後
者
で
は

「
登
城
行
列
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
者
の
行
列
順
序
に

も
異
な
り
が
あ
り
ま
す
。
先
導
す
る
薩
摩
藩
士
も
、
後
者

で
は
馬
上
の
家
老
・
留
守
居
・
側
目
附
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
前
者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
数
に
お
い
て
も
差
が
あ

り
、
後
者
の
方
が
増
し
て
い
ま
す
。
使
者
の
掲
げ
る
旗
も
、

前
者
で
は
「
龍
旗
」「
寅
旗
」
の
一
対
で
す
が
、
後
者
で

は
「
寅
旗
」
の
み
が
二
旗
で
す
。
使
者
の
衣
裳
に
も
違
い

が
あ
り
ま
す
。
前
者
で
は
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
衣
裳
」
で
す

が
、
後
者
は
そ
の
琉
球
衣
裳
の
上
か
ら
緋
色
の
内
掛
け
を

羽
織
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
王
子
（
正
使
）
の
天
蓋
付

き
「
乗
輿
」
の
形
状
も
、
背
も
た
れ
の
背
後
が
塞
が
れ
た

も
の
か
ら
、
素
通
し
の
も
の
に
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
使
者

名
も
、
前
者
で
は
漢
字
や
カ
タ
カ
ナ
で
墨
書
さ
れ
た
小
紙

片
が
人
物
の
頭
上
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
漢
字
が
確
定
で
き

ず
に
琉
球
言
葉
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
後
者
で
は
使
者
名
も
書
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。 絵

巻
物
に
描
か
れ
た
こ
れ
ら
の
違
い
を
検
討
す
る
こ
と

が
、
幕
府
に
と
っ
て
の
琉
球
国
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
う

え
で
、
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）
に
迎
え
た
朝
鮮
通
信
使
の
処
遇
に
は
、
朝

鮮
国
に
対
し
て
幕
府
の
「
国
体
」
を
明
確
に
す
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
、
琉
球
国
の
扱
い
に
も
同
様
の
意
味
づ
け
が

あ
り
ま
し
た
。
宝
永
の
使
節
渡
来
に
お
い
て
は
、
琉
球
国

王
か
ら
の
書
簡
の
書
体
や
書
式
を
改
め
さ
せ
、
使
者
の
役

目
名
を
明
確
に
定
め
、
異
国
風
を
強
調
す
る
よ
う
に
琉
球

国
に
強
く
求
め
た
の
で
す
。
朝
鮮
国
は
「
龍
」
旗
、
琉
球

国
は
「
寅
」
旗
と
旗
の
使
用
も
区
別
し
ま
し
た
。
使
者
の

装
束
を
派
手
に
し
て
市
中
や
街
道
の
人
び
と
の
目
を
引
き
、

見
や
す
く
す
る
た
め
に
正
使
の
「
乗
輿
」
の
形
を
変
え
、

先
導
・
同
行
す
る
薩
摩
藩
士
も
は
っ
き
り
と
描
か
せ
た
の

で
す
。
前
者
は
、
琉
球
国
使
節
の
行
列
の
姿
を
留
め
る
た

め
に
描
か
れ
、
後
に
使
者
の
名
前
を
貼
り
足
し
た
も
の
で

す
。
後
者
に
は
、
改
め
ら
れ
た
琉
球
国
使
節
行
列
の
仔
細

を
詳
し
く
描
写
し
、
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ

た
の
で
す
。
宝
永
七
年
の
も
の
と
し
て
は
、
後
者
の
他
に

二
点
あ
り
ま
す
。
酷
似
し
た
描
写
な
が
ら
琉
球
楽
器
の
部

分
の
み
省
か
れ
た
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
本
、
そ
し
て

こ
れ
ら
の
原
本
と
推
測
さ
れ
る
、
狩
野
春
湖
の
手
に
な
る

大
英
博
物
館
本
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
大
英
博
物
館
本
は

現
在
の
と
こ
ろ
断
片
化
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
す
。 

フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
の
遺
し
た
琉
球
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
、
坂
巻
駿
三
（
当
時
の
ハ
ワ
イ
大
学
夏
期
大
学
学
長
）

の
尽
力
で
ハ
ワ
イ
大
学
に
移
り
、「
坂
巻
・
ホ
ー
レ
ー
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九

六
一
）
の
こ
と
で
す
。 

琉
球
文
化
が
注
目
さ
れ
、「
江
戸
上
り
」
や
琉
球
国
使

節
の
渡
来
の
意
味
が
問
わ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
の
よ
う

な
貴
重
史
料
の
修
復
作
業
や
歴
史
民
俗
博
物
館
で
の
記
念

展
示
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
長
く
琉
球
・
沖
縄
の

研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
一
方
で
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
と
い
う
近
現
代
の
大
き

な
節
目
か
ら
、
長
い
時
間
が
経
過
し
た
と
い
う
思
い
を
し

て
い
ま
す
。 

  



2007/12/21 生文研メール 8 8 

【
新
資
料
の
紹
介 

小
山
家
文
書 

そ
の
一
】 

先
日
の
東
京
古
典
会
入
札
市
で
「
備
前
国
御
野
郡
鹿
田

村
小
山
家
文
書
」
を
落
札
し
ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
、
岡

山
に
関
わ
る
現
物
の
資
料
に
触
れ
な
が
ら
、
歴
史
資
料
の

大
切
さ
と
生
活
の
歴
史
を
学
生
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
ま
た
と
な
い
好
機
と
思
い
購
入
を
決
め

ま
し
た
。
届
い
た
と
き
は
中
型
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
二
箱

に
詰
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
書
店
の
説
明
に
は
「
宝
暦
か

ら
明
治
期
に
か
け
て
の
約
八
十
冊
、
一
枚
文
書
約
千
五
百

点
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
昭
和
戦
前
期
ま
で
の

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
く
の
未
整
理
状
態
で
、
紐

や
紙
縒
り
で
縛
ら
れ
た
書
類
の
束
が
、
旧
蔵
家
に
保
管
さ

れ
て
い
た
そ
の
ま
ま
の
形
で
届
き
ま
し
た
。
文
書
全
体
の

数
量
詳
細
は
未
だ
不
明
で
す
。
内
容
は
岡
山
市
内
の
旧
家

「
小
山
家
」
の
い
わ
ゆ
る
「
家
文
書
」
で
、
多
く
は
証
文

や
年
貢
納
帳
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
近
隣
関
係
や

生
活
の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
の
出
来
る
様
々
な
雑
文
書
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
明
治
新
政
府
が
生
ま
れ
、
行
政
が
藩
か

ら
県
に
移
行
す
る
時
期
の
書
類
も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、

貴
重
で
す
。
古
文
書
の
授
業
を
受
講
し
て
い
る
学
生
を
指

導
し
な
が
ら
、
仮
目
録
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

当
面
は
、
取
り
扱
い
の
容
易
な
、
束
に
な
っ
た
書
類
や

冊
子
類
を
重
点
的
に
選
ん
で
取
り
だ
し
、
表
書
き
と
形
状

の
記
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
全
体
の
目
録
を
完
成
さ
せ

る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
期
間
を
要
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
ま
し
て
、
資
料
の
概
要
・
特
徴
な
ど
を
、
随
時

ご
紹
介
し
て
参
り
ま
す
。
順
序
不
同
。 

（
１
）
習
字
手
本
（
往
来
物
・
写
本
）「
備
前
往
来
」「
商

売
往
来
」「
往
来
物
品
々
留
」 

（
２
）
誕
生
資
料
関
係
文
書
「
銘
名
書
」「
臍
緒
・
初
髪
」 

（
３
）
小
山
家
過
去
帳 

（
４
）
法
事
関
係
文
書 

（
５
）
茶
会
記 

 

（
６
）
家
相
文
書 

屋
敷
見
取
り
図
・
家
相
占
い
図
・
家

相
伺
い
書
（
当
主
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
返
答
が
朱
書

で
記
さ
れ
て
い
る
） 

（
７
）
還
暦
祝
い
関
係
文
書 

当
主
の
母
の
還
暦
を
祝
う

た
め
に
近
在
の
隣
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
金
品
・
人
名
の
記

録
と
そ
の
返
礼
記
録
。 

（
８
）
近
所
火
事
見
舞
文
書 

近
隣
で
発
生
し
た
火
事
に

際
し
て
近
在
の
隣
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
見
舞
い
の
目
録
と

そ
の
返
礼
記
録
、
返
礼
品
に
添
付
し
た
「
刷
り
札
（
名

刺
）」
の
束
。 

（
９
）
地
図
「
岡
山
県
管
下
備
前
国
御
野
郡
京
殿
村
絵
図
」

（「
明
治
八
年
地
所
御
改
正
ニ
付
西
市
邨
江
合
併
成
ル
後
西

市
邨
郡
也
」） 

（
10
）
国
境
調
査
報
告
書 

城
下
の
瓦
町
か
ら
備
前
国
の

国
境
ま
で
の
里
程
を
実
測
し
て
報
告
し
て
い
る
。 

（
11
）
国
勢
調
査
申
告
書 

第
一
回
・
第
二
回
調
査
書
類 

 【「
備
前
国
御
野
郡
鹿
田
村
小
山
家
文
書
」】（
一
部
） 

          【
編
集
後
記
】 

 

生
活
文
化
講
演
会
の
演
題
一
覧
・
『
生
活
文
化
研
究
所

年
報
』
既
刊
目
次
・
「
生
文
研
メ
ー
ル
」
の
全
文
を
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

http://w
w

w.ndsu.ac.jp/1000_guid/1700_inst/1730_la02

/1730_la02_org01.htm
l 

 


